
湯と手がつたえるぬくもり  阪神淡路大震災 20年、東日本大震災 4年 

傾聴 フォーラム 

つぶやきが生まれる時 
 

多発する自然災害を前に、わたしたちは、無力感、喪失感におそわれます。 
その中で、足湯ボランティアの取り組みが、豊かな世界をつくりだしています。 

声かけ、お湯、手にふれる、待つ・・・ 
やがて、無言、緊張、痛みの中から、つぶやきが生まれはじめます。 

「震災がつなぐ全国ネットワーク」の活動は、湯と手がつたえるぬくもりを、被災地に広げました。 
普段のときも、声かけ、笑顔、握手、背中をさすることは、人をいやします。 

被災地での体験をきき、手もみ・傾聴の体験学習をしながら、 
災害時にも、普段時にも、分かちあえるケアのありかたを学びあいましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時  2015年 ３月２９日(日) 開演 1 時半、終演 4 時半 

会場 小田公民館ホール（JR尼崎駅北口５分。☎06-6495-3181） 

内容 ①「足湯、手もみ、つぶやき ～震災時の援助体験から学ぶ」 

講 師   頼政良太（被災地ＮＧＯ協働センター、元 KOBE足湯隊代表, 
                      震つな×日本財団 ROADプロジェクト元事務局） 

コメンテーター 松田曜子（関西学院大学災害復興制度研究所 准教授、 

震災がつなぐ全国ネットワーク共同代表） 
 

②「傾聴の体験学習  今ここでのケア、普段のケア 

～傾聴の関係性と方法。挨拶、笑顔、握手、お茶、ぐち、生活づくり、町づくり」 

ファシリテーター 

粟野真造（傾聴ネットワークまど代表、元北海道教育大学非常勤講師） 

 
参加費    無 料  （資料代 ５００円） 

定 員    ５０人  先着要申込み、締め切り 3 月 20 日 

FAX かメールで、氏名、住所、電話、アドレス、 

  所属、自己紹介文を、ご連絡下さい。 

主 催    傾聴ネットワークまど 

共 催    デイサービス月のうさぎ、地域を結ぶ笑顔の会 

後 援(予定)    兵庫県、尼崎市、わ・輪・Ｗａ尼崎、タッチケア支援センター 

阪神NPO連絡協議会、NPO会計支援センター 

助 成       ひょうご安全の日推進県民会議 

連絡先   

FAX   ０６－７１６２－６４０５ (月のうさぎ気付) 

メール  awaumi22@wi.kualnet.jp  
☎    080-6165-0990 粟野 ★ボランティア募集、11時集合 

mailto:awaumi22@wi.kualnet.jp

